









』 は安永四年 （一七七五） 刊行の三冊物の鱗形屋板草双紙である。作中署名から鳥居清経が画者だと
わかるが、作者は不明である。同年同書肆より刊行された 『金々先生栄花夢』 の登場を機に草双紙を黒本青本と黄表紙とに区分する通念にしたがえば、本作は黄表紙に分類される。ただし、鳥居清経を画者とし、作者の署名 有しないことや、作風から 『金々先生栄花夢』 登場以前の、伝統的な草双紙の流れに位置する。また 『金々先生栄花夢』 に代表される、新規参入の作者 よる、従来とは異なった作風の草双紙に影響されずに生み出された最末期の作品のひとつといえる。　『黄表紙総覧
　
前篇』 （棚橋正博著、日本書誌学大系四八（１） 、青裳堂書店、昭和六十一年）では、本作の梗概を示
した上で 「清経一流の衒学的付会説を述べて教訓色を添えている」 と 評を加えている。しかし、鳥居清経が画工をつとめた草双紙の物語の執筆は、画工とは別の、おそらく板元毎に異なる 者が存在したものと想定され
（１）
、 『黄表紙



















































































ゆる黄表紙 中で 大きく時代的に隔たりのあるものとして趣向に取り入れられているが、実際には安永ごろ、黄表紙の草創期にあっても 読者を楽しませる趣向 ひとつとして利用され続けていたといえ 。　
本作のような黄表紙草創期における従来の伝統的な草双紙のあり方を知らないままで、草創期の黄表紙を担った作
者たちの作品を正しく理解することは不可能であ ものと思われる。よって、本稿は、原資料の実態を裏付けとして草双紙の歴史展開 整理した上で今一度いわゆる黄表紙時代 主立った作品を再検討していく め 材として、本作
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を紹介するものである。注（１） 拙稿 「草双紙における流行語の位置」 （ 『近世文芸』 第六十八号、平成十年六月） 参照。（２） 注
（１）
に同じ。
（３） 拙稿 「草双紙の洒落言葉 （一）
　










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































加賀文庫本は替表紙 （縹色無地） だが、原題簽を有する （上巻の絵題簽、下巻の外題簽・絵題簽。中巻は欠く） 。料紙
が紅白の組み合わせなので、再摺本と推定される。
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